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事業名 事業 事業
吉村通線（新小戸之橋）外１線 区分 街路 主体 宮崎市
よしむらどおりせん し ん お ど の は し

起終点 延長自：宮崎県宮崎市 城ケ崎４丁目 １．０９km
みやざき じょうがさき

至：宮崎県宮崎市 高洲町
みやざき たかすちょう

事業概要 都市計画道路・吉村通線(新小戸之橋)は宮崎市の城ケ崎地区と高洲地区を南北に接続する
路線(橋梁)で、交通渋滞の激しい大淀川橋梁群の交通の分散化を目的としている。また内環状線を補完
する道路として位置付けられている。
Ｈ ８年度事業化 Ｓ２１年度都市計画決定 Ｈ１１年度用地着手 Ｈ１３年度工事着手

（Ｈ１４年度変更）
全体事業費 １４３億円 事業進捗率 ８４％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ６，４００台／日
費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 22/158 億円 161/161 億円 平成１８年(事業全体) １．０

億円 走行時間短縮便益：157/157 億円事業費： 22/158
走行費用減少便益：3.2/3.2 億円(残事業) ７．３ 維持管理費：0.15/

億円 交通事故減少便益：1.2/1.2 億円0.15
事業の効果等
円滑なモビリティの確保（旅行速度の改善が見込まれる）
災害への備え（広域避難路の整備促進）
安全な生活環境の確保（歩道の設置による交通の安全性の向上が見込まれる ）。
関係する地方公共団体等の意見
市内の内環状線を補完する路線であるため、早期の完成が望まれている

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
郊外で大規模店舗など商業施設の立地があったため、周辺道路の交通量が増加し、付近の交差点におい
て渋滞を引き起こしている。
事業の進捗状況、残事業の内容等
用地補償については、２件残っているが１８年度末までの取得を目指し交渉を行っている。
工事については河川部の橋梁本体が連結している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
関係地権者との用地交渉、工場などの補償移転に不測の日数を要した。
今後は用地取得を進めるとともに、橋面工や陸上部の高架橋の整備を進めていく。
施設の構造や工法の変更等
上部工の仮設工法の変更、発生土の現場内流用などによりコスト縮減を図る。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の理由を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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